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 2 日 静岡県藤枝市行政視察来庁

 4 日 中核病院を考える会特別委員会 

 ７日〜 9 日 建設経済常任委員会行政視察 

 10 日 議会運営委員会

 10 日 議会全員協議会

 10 日 平成 23 年第 3 回臨時会

 30 日 議会運営委員会

 30 日 議会全員協議会

 30 日 平成 23 年第 4 回臨時会

 5 日 文教厚生常任委員会

 7 日 議会運営委員会

 7 日 議会全員協議会

 13 日〜 16 日 平成 23 年第 4 回定例会

 14 日 議会広報特別委員会

 15 日 総務常任委員会

 15 日 建設経済常任委員会

 22 日 議会広報特別委員会

 26 日 議会広報特別委員会

 16 日 文教厚生常任委員会

 17 日 議会広報特別委員会

 19 日 議会運営委員会

 19 日 議会全員協議会

 19 日 平成 24 年第１回臨時会

 23 日 議会広報特別委員会

１　月

12　月
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
明

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
明

る
い
年
に
し
た
い
で
す
ね
。
去

る
い
年
に
し
た
い
で
す
ね
。
去

年
は
、
言
葉
に
言
い
表
せ
な
い

年
は
、
言
葉
に
言
い
表
せ
な
い

衝
撃
的
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し

衝
撃
的
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し

た
。
天
災
と
は
こ
の
よ
う
な
も

た
。
天
災
と
は
こ
の
よ
う
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。
だ
れ
も
が
予

の
で
し
ょ
う
か
。
だ
れ
も
が
予

想
で
き
な
か
っ
た
三
月
の
東
日

想
で
き
な
か
っ
た
三
月
の
東
日

本
大
震
災
。
被
害
の
大
き
さ
、

本
大
震
災
。
被
害
の
大
き
さ
、

破
壊
力
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の

破
壊
力
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の

な
い
事
態
に
だ
れ
も
が
恐
怖
に

な
い
事
態
に
だ
れ
も
が
恐
怖
に

駆
ら
れ
、
覚
悟
し
た
の
は
私
だ

駆
ら
れ
、
覚
悟
し
た
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
特

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
安
全
神
話
と
し
て
守
ら
れ
て

に
安
全
神
話
と
し
て
守
ら
れ
て

き
た
原
子
力
発
電
。
水
素
爆
発

き
た
原
子
力
発
電
。
水
素
爆
発

を
起
こ
し
放
射
能
の
飛
散
、
汚

を
起
こ
し
放
射
能
の
飛
散
、
汚

染
に
よ
る
住
民
の
避
難
命
令
、

染
に
よ
る
住
民
の
避
難
命
令
、

地
域
の
破
壊
、
生
活
の
破
綻
、

地
域
の
破
壊
、
生
活
の
破
綻
、

非
常
時
に
対
す
る
政
府
の
対

非
常
時
に
対
す
る
政
府
の
対

応
、
ニ
ュ
ー
ス
・
テ
レ
ビ
等
で

応
、
ニ
ュ
ー
ス
・
テ
レ
ビ
等
で

見
る
限
り
歯
が
ゆ
い
気
持
ち
で

見
る
限
り
歯
が
ゆ
い
気
持
ち
で

憤
り
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

憤
り
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
人
の
生
命
の
安

せ
ん
で
し
た
。
人
の
生
命
の
安

全
が
第
一
と
思
い
ま
す
が
、
緊

全
が
第
一
と
思
い
ま
す
が
、
緊

急
時
に
す
ぐ
行
動
す
べ
き
で
は

急
時
に
す
ぐ
行
動
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
震
災
の
中
で
、
予
想
も

　

こ
の
震
災
の
中
で
、
予
想
も

し
な
か
っ
た
天
災
と
人
災
が
同

し
な
か
っ
た
天
災
と
人
災
が
同

時
に
起
こ
り
ま
し
た
。
長
岡
地

時
に
起
こ
り
ま
し
た
。
長
岡
地

区
住
宅
は
二
八
四
戸
の
う
ち
一

区
住
宅
は
二
八
四
戸
の
う
ち
一

〇
〇
戸
は
半
壊
、
一
部
損
壊
も

〇
〇
戸
は
半
壊
、
一
部
損
壊
も

含
め
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
電

含
め
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
電

気
、
電
話
も
通
じ
な
い
真
っ
暗

気
、
電
話
も
通
じ
な
い
真
っ
暗

な
闇
夜
の
中
で
地
区
役
員
、
班

な
闇
夜
の
中
で
地
区
役
員
、
班

長
の
も
と
被
害
状
況
の
把
握
、

長
の
も
と
被
害
状
況
の
把
握
、

危
険
箇
所
の
確
認
、
一
人
暮
ら

危
険
箇
所
の
確
認
、
一
人
暮
ら

し
老
人
の
安
否
確
認
と
自
分
の

し
老
人
の
安
否
確
認
と
自
分
の

身
を
顧
み
ず
動
い
て
く
れ
た
民

身
を
顧
み
ず
動
い
て
く
れ
た
民

生
委
員
、
ご
協
力
に
対
し
感
謝

生
委
員
、
ご
協
力
に
対
し
感
謝

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の

地
域
の
多
く
の
仲
間
と
す
ば
ら

地
域
の
多
く
の
仲
間
と
す
ば
ら

し
い
人
と
活
動
で
き
た
こ
と
を

し
い
人
と
活
動
で
き
た
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
騒
乱
に
乗
じ
て

　

一
方
、
こ
の
騒
乱
に
乗
じ
て

当
地
区
の
山
林
に
大
量
の
産
業

当
地
区
の
山
林
に
大
量
の
産
業

廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
ま
し

廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
ま
し

た
。
現
地
は
長
岡
地
区
水
資
源
、

た
。
現
地
は
長
岡
地
区
水
資
源
、

河
川
の
真
上
に
あ
り
、
地
下

河
川
の
真
上
に
あ
り
、
地
下

水
へ
の
汚
染
が
不
安
を
残
す
も

水
へ
の
汚
染
が
不
安
を
残
す
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
直
ち
に
地

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
直
ち
に
地

区
全
体
集
会
を
開
き
、
不
法
投

区
全
体
集
会
を
開
き
、
不
法
投

棄
物
資
の
放
射
能
、
土
壌
分
析

棄
物
資
の
放
射
能
、
土
壌
分
析

を
地
域
み
ず
か
ら
費
用
を
出
し

を
地
域
み
ず
か
ら
費
用
を
出
し

て
検
査
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず

て
検
査
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず

れ
も
標
準
以
下
で
し
た
が
、
土

れ
も
標
準
以
下
で
し
た
が
、
土

壌
分
析
に
対
し
て
は
カ
ド
ミ
ウ

壌
分
析
に
対
し
て
は
カ
ド
ミ
ウ

ム
、六
価
ク
ロ
ム
、ヒ
素
、水
銀
、

ム
、六
価
ク
ロ
ム
、ヒ
素
、水
銀
、

フ
ッ
素
、
鉛
、
他
多
数
の
有
害

フ
ッ
素
、
鉛
、
他
多
数
の
有
害

物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

長
年
放
置
さ
れ
る
と
飲
料
水
へ

長
年
放
置
さ
れ
る
と
飲
料
水
へ

の
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
住
民

の
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
住
民

へ
の
健
康
被
害
も
発
生
す
る
可

へ
の
健
康
被
害
も
発
生
す
る
可

能
性
も
あ
り
、
将
来
に
不
安
を

能
性
も
あ
り
、
将
来
に
不
安
を

残
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
地

残
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
地

域
住
民
一
丸
と
な
っ
て
産
業
廃

域
住
民
一
丸
と
な
っ
て
産
業
廃

棄
物
の
全
面
撤
去
に
向
け
て
取

棄
物
の
全
面
撤
去
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
安

り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
安

心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
行
政

心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
行
政

を
主
と
し
て
皆
様
方
の
ご
支
援

を
主
と
し
て
皆
様
方
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
地
域
の
運

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
地
域
の
運

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
す
。

平成23年を顧みて

　新春を迎え、ご健勝のことと存じます。

　昨年は、災害、とりわけ放射能問題で内外

を問わず大打撃を受けた年でありました。

　市議会の中でも「新中核病院建設」の予算

が審議され、臨時号でお知らせしたとおりで

す。

　これからも「地域医療サービス」の充実は

最重要課題と考えております。

　皆様と情報を共有し重要課題が山積する中、

解決してまいりたいと思います。

　限られた少ない予算ですが、

広報活動を正確に皆様に、お届

けいたしますのでよろしくお願

いいたします。

長岡膺雄長岡膺雄さん（長岡区長）  さん（長岡区長）  

桜川市真壁町長岡 713桜川市真壁町長岡 713
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川那子秀雄
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